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昭図週年 第 郡地

和面間 羅先

は、月

変示
告 り

、 お

後て と

でらで区目番

まかま

梨
羅先

郡地

後前後前後
ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで

後後

らでらで

かまかま

）

供士士上上地

名線
上

で

市市郡郡ま

別別川川
町

士士日日

用上上朝朝
岩岩 開町町字字

別別町
尾尾

臼

年、一 号 町海
地律海の 海浜法北般日

建覧 町）第道縦 岸
ま

設に で号
路る 第道す ）部供
整。

臼

項及 ２課 第備 条 後

海 町
浜 海地

か 町
） 岸
ら 間

前別
更の前

変後

始番番内内

１１
地地

地

かま１１ の先先番番

海か 区
北先先

らで地

道ら河

九 知川

一

のび

供平同

堀
事間敷

北 規海 定道
土 り らで川 よ かま旭 に

道業 の現 次木 、
所 路に の備

敷

え 供

地
の

延
員らで
かま 幅

現
木

土
川

旭
道

海
北同

長

用成

所
業

開
達始
の
也期 す、 始て 開い を置 用

日

区 等
複 道

国重

。示 る告

の間
と



平道路道区

日
の１２３

の線の

ら成路路

か
２

類名域

週年種区

間
、月
一
般日道湧

北 海

更 北

道しそ 海

、の 道

同関

路
告

条係

法
示

第図 第

２面

昭
和
項は
の、 号

規北

年

道 公 報

水佐

清若

小地

威呂

神計

線線

第

１２

海
北

道道路 道

路路 告

のの 示

種路 第

類線線
名
、 号

道区名

号

道道

道道

平和和

成寒寒
十鷹幌
三

栖

加
年内
十

間

覧頃

縦豊

の道洞

線線

る線変後

す場

供車

に停

定海

法

地
敷

前別

。更の

紋よ建

第に道

律

別り設
路 第

湧路道 ） 郡道部 号

別の

町供整
及 １

計を課 第

字用備 条
す北 の

地始び 項

呂開

里里里里別

斜斜斜斜紋

清小小小湧

郡郡郡郡郡

町水水水町

里清清清別

神字字字計

字町町町字

清清地

威泉小小呂

水水 番

覧

川縦

上び区
及

道域

番

和
西

字
町

寒所

和場

郡
番

一
月
十上上上

三川川川

日

町

寒寒寒

和和和

郡郡郡

字字字

町町

火

和和和

中中西

曜

番

長

事
知
道延

海
北

員
幅

の る海 規

国重

堀

地広 よ

１帯 に

番。道 定
路

で現 道

ま木 、

先土 り
次

え を

備 域

に 区

所 の

業
い の

置

５

番 １

地 先３２ 先１ 地番番 地
ま地地

ら かま 道か で先先 道先

）
点
交
線
別
止
里らで 清

で
ま

先
地

１ 日

先先 地地地 １１１ 番番
成
平同

らでら かまか 先

そ

の間

也と区
等複

達道

次 北

都のの 海

市と関平 道

計お係成 告

画り書 示

事告類年 第

業示は

のす、月

後

変示
告 り

、 お

て と
中先
か 川
郡番 ら
豊１ 中
頃地

後前

ら
か

まかま町先 川

前後前

間

かまかまかまかまか

間平
週
２前別
更の
変後

、成敷
地 一

の 般年
の
縦月幅

法同関

路、の

道しそ
更

条係
項は

和２面

昭第図

施る北 号

た走

当網

に道

行。海日

計所

市業

都現

、木

り土
え

法備

画に

頃
宮で 豊

でらで二ま 郡
町
番二
地宮

でらでらでらでら

前後

ら

道 道

道 道

清

員

清

覧

道
国

長

。
る

す延

供
に日

等

道

律定海

法規北

年の、
よ建

第に
り設

の路 第
路道 ）道部 号
供整

置

開及 １
を課 第
用備 条

て

和い

昭

海

第の北

律般

法一

年、
縦
覧道

す 第供事 ）に知 号

る堀

。 条

らでらで

かまかま

別別

止間止間

里の里の

るる

けけ

おお

にに

線線

複
重

の
と

網
道

海
北同同

覧

堀
事縦

知
道

海間

北区

定
るの 規
す次 の

始び 項

に 、

所 り

場 よ

覧 に
。縦

備 道

九え 路

二

規
の 、 を

て 域

い 区

置 の

木
土

走

、
り也 よ

に達 定 の

告 次

所

也
達場

所
業

現

変ら
か り

日 お

の と

示



３
続担

イウ手

平 新業業企研等当

成 規務務画修部

十 雇処実提カ課

三 用理施案リ

年 者体ののキ

十 数制体内ュ

北 海

定新

企と成選

アイウア

た内基規

画研を過の道

立２めに準雇

提修設去

の

書業目年の本用

案事
と修、創

のを的間研社

提業

道 公 報

１２

務行資

業事業履加

事参

名容限及

要内期格 業 概

やら平定
選

び

第

びと成

及事収の平
次

４
用 業
地 名お

の 称のり年
プ
ロ月 所部
在分ポ
ー日

号

市類務

都種施事

１２３
所 の 画びの 者 計及所

行

の称地

業称在 名

事名

一 等制容ラ

月 等ム

十 の

三 内

日

等
容

火

曜

成業店

出とし平事支出

に、

者した

にて特
非度す務

要行定年関事
契等

す法営かる所

求う

約の

る人利ら

資事活
法度締動

格業動年を活

ででし拠

又人ま結の

者
あ）、点

は

、成基
準 こ
れ年

動事に月

営活のら３

経
指
導を業関

実

育発行る

者活遂す日

せを的

事さ力践

成化能

北ル
ザ

ため研

る高な

業

公
並要

輪を

三出

市提

見の

丁
３

町。

緑る

にす

び請

道市

見通海走

北大北網

道西

画条

計７

市北

都）
業目

事丁

路３

３北

日 るに確を

こ官実置

支。庁履法

のと公にく
たあ

やはしで

援又行人

民
間実る

事績こ

とす

動者有。

活業をと

める修

進間こ

促のる

の

実

、のの

はめ業

にた事

的のを

海定材施

北安人
す

事継成託

知、育委

道

で
な要。

堀的必る

続が
あ

４
、

目

告

丁
６
び
及
目
丁
５
、

目
丁 走

・網

４道

・海

目

及所

通業

正現

大木

号土

１

・
３
・
３
び

容

要内 業 概務

業事業

事

育

る材

図人。

をでと

名

次

こ
関３そ企と成
の平

の画お 連
情に他提り年

報同案プ

る

をじ書ロ月

４

営か

也運と
のこ

達

約

い企平提提の契要

そ

場方書

ず画成出出他

れ提

はは成

の案年所法作

内
地

場書

出

説平後交資平提提

午

場方

明成５付格成出

時場審 書

はは

の年ま所査年所法

では申

ァ

郵北電フ

雪
大
号
７

交

環号シ

番道番ク

便海話

るホの

境ミ

号

北
海北なー発

道どム信 海
道 観しペを

光たー行 観 情もジう

報のを業 光
シを作務 総
ス英成を 合
デ テ語し委

中イす 中 ー ム、て託 ）
の タ 整

入。にポ

るるル

すすザ

手関ー日
を

のリ出

めア提

たヒの

実す

窓を請

会グ要

照ン
す。

施る

口

持要

合の月、、の

も提
出期同に

提出日と参否

法等）。る

方限木じよ

よ時

に３

話後

電午

を。

事着

り必

請月、、
持

付月）
に書 期

提同又

間日同の日と参

及かじ

）。郵

びら。出火じは

期 場
ま等午

所日限送

４留

で後書

日着に

曜必便

土時郵

リ 生
－活－
部

－ 生－ 活

－ 札文
幌化
市・内

央少線 中青
区年
北室－

３生

語タ。 フ 備国ンる

外ー ァ北
ル 語体ッ 道

国簡ネ イ海

版字ト の

）、で 魅
力 業繁海

務体外 」

九 字へ に

三 適）向
、け 宜
韓て 必
国北 要

画海

企北

、
は
細
詳

。
る

に
書堀

明
説事

案知

提道

限
。

と
こ

る
す

絡
連

に
前

る

日よ

曜に

日）

びる

及
は

間
時

付
交

。
く

除。

は

丁課
６興
西振

条活
目

語海 な

係
進

推

に道 情
翻観 報
訳光 を
し情 加
え、報

９
前

午

。也

と
こ達

る
よ

ら
か

時



交参平提持プ平

土付加成出参ロ成

場すポ 曜場表

日所明年所るー年

はこザ 及は書

とル月 の月 び

にの 日に受

北 海

３

明成

続担郵北電説平

手
シ等当便海話

ス部番道番書

テ局号経号の年

ム済交
付月 部 作
成－観－期

道 公 報

新コ発翻翻シ

イウエオ

務規規ン信訳訳ス

事新

当ム

所雇雇テすににテ

情いたに

の用用ンるつ

、に報てっつ

実の数ツ

施考

第

ロ事

委プ

アイウエオア

業費ポ務

経道過過事託

ににののー所

営内去去

ザの

状に
況営観ホ実

の力

、業光ー施％ル実

経拠関ムに以

号

２
履加プ

参

平行資ロ

成期格ポ
十限及ー
三びザ
年特ル
十平定の

送領

曜同領日同郵受日

日じ期じ

限）

は。限火。等期月

提午不、午

除直、）は

５

。交出後可提後

く接

時。場時

交付場５）出

間び及

時る及所

付す所
等法

午送法方

は郵方び

前

間日 光 に

、 振 当－ た興場火
所） っ札課

及か

内 の市びら

て幌

考中方

え央法日 線

方区

）

等北－月

３

ま

体え年つのてい

西で

条

て容考

制方齢い内のて

考等

、の方

成等え

等構
可

の
業

就等

な方

たえ

新

を定

営点連ペ伴上特

能

翻ジ新確基

規をのーう
で

にす訳作規保準

模有
営務業雇き

おる業成の
を及こ

て利を務用る

い

。

約人っ行びと

契法行

履あ実た業

のでたっ就

にこを績会

行る績実機

一成基提

月準出

十年者

三３に

日

求

月要
る

れ

日さ

火

格
資

曜

午。
らい

かな
時し

９は

丁
６

）
で
ま
時
５。
後）

有創

支と有をの

等
性

目

いてに

がてし出

障。し

労

ここるる

いるい係

な

の
。費

。。と務

ととこ
原
が
合
割

日

、平開れ開所

は
事１２

区地許び

完成発る発及

了

又のを名

し年域域可氏

た
。月は名受

北

都

１２３

道
海

市 開れ開所開

網計 発る発及発

走画 区地許び許

支法 域域可氏可

庁 又のを名年

告

事

は名受月

北

都は 海

、平 道

完成

市

渡計

了 島画

し年 支法

た 庁

。月 告

て
し
と
則

ロ細

手日契要関３プ詳

語書情にポは

続本約連

ザプ

お及作報同ー、

に

提持の
そ

４

いび成をじ

け

はこ

所る

場す

出参他

工称

遠

ま住

含の

に者

日区た
湧区

郡郡地

別別軽

紋紋

昭

町町業

軽別農

遠

示和 工称け日

第 区た及

年 に者び

号

第
律 ま住号

法 含の番

上上工平

）

磯磯藤成号

郡郡

上上博年第

磯磯行９

昭

町町月条

示和

日 第

年

号 支

第
律

法
号 庁

第
）

にポ

て日の入。ルロ

条

用円否す関ー

使本要手

ヒ説

るたるル

するすザ

及照リ書

語のア明

言め

をる

通窓グよ

び会ンに

と

うと

行こ

貨口

芭済

学字共

。
じ
同
と。

合

２露組

田

北丁

網番合 地 道２組 番 海目

長
庁事

支理 ２ 走６長 の

第

太藤
加

字字

渡の

分分項

追追日１

建規
よ の第に ３地指定 番番

次 ち－る う

第

行
発

開

号の

告

海 規

北 の
項

１

示

庁 次

支 る

島 よ

渡 に

道 定

。。

行

泉 発
開

長 の

九
四

る
す

関
に

為

夫
敏

一

田弘

工

雄 る
す

睦 関
に

川 為

工



２３

北生札成札北

落平落ア

平 者海氏 海徒を

成 道用決年の道

十 帯実定９氏帯名

三 広験し月名広

年 柏台た４及柏

十 葉な日日び葉

北 海

北事
海務

北生北パ北

道用

海徒海ソ海
ン帯な鹿机

道用道コ道

・広、広ど追な

帯机帯

等

柏椅柏テ柏高ど

広
葉子葉レ葉

道 公 報

１ 北

次 海

の平落 道

と成札 教

に お 育

り年係 庁

る 一 十

般月物 勝

品 競 教

争日等 育

第

開れ開所開

は
事１２３

許

完成発る発及発

、平

区地許び 了

を名年

し年域域可氏可

又の た

工称け日

。月は名受月

日区た及

号

北

都

３

道
海

市 開

根計 発

室画 許

支法 可

庁 年

告昭 月

示和 日

第 及

一 高ど住高曽

月 等所等我

十 学 学

三 校点校代

日

役

北改締

び舎取

及校表

道に

海築

火

追る

鹿係曽

曜

等品

高物我

高、高ビ高点学

ど学校点 等事等な等校

校改

校用校校舎

学務学

校机校
椅改改に

舎・舎点舎築

なににる

築子築築係

改
るるる品

係ど係係物

に

物物 物

品品机 品

入の 局

札名 告 道

に称 示 教よ及 第

育りび ９

落数 号 庁札量

十

を
者

勝決

教

し海

定北

育

住号

含の番

に者び

た道

室室式成

根根株平

ま
市市会

３イ月

洋町２

光緑社年

町
２丁デ

丁目ィ日

８年 び

号

第
律 号

法 番
平

）

成号

年第

４

第

月条

日１

日 学彰
類

改子

舎椅

校・夫

校机

品
物
る
係
に）

築

・

験
実

点

類類

・気材子

机電教椅

）
類

子）））

椅類

局

育

。教

告庁

示

５ア

野
白

長
局
育
教

勝
十

番網

目
北

第

道１表指

海番地代建

根取

室締

能

本

長松号

庁４

支役－

指定

建規

網の
項

田俊
和

よ

第に
為

行
発

開

号の

２次

－る

）
類
台

に

北

次

７

海

の平 道

と成

契

教 約名所

お 育 に在

り年 庁 関称地

一 十 す

般月 勝

５６

る

北北約般般成

契一一平

の競競 海 海

相争争年 道 道

手入入北 帯 鹿

方札札海 広

４

覚

追

北北

イ落
札北

海 海 住金海

道 道 額道

帯 帯 所帯

広 広

男
文

広

海氏

北北北

アイアイア
名

道道道

海氏住海氏住
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